
4 総事業費 千円

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 補助 事業類型 Ⅰ ソフト事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 430 児童館事業経費
会計 01 一般会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 03 民生費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

08 子どもを産み育てやすい環境をつくる
項 04 児童福祉費

対象者 人
目標 ― 目標 150

150 150
目 05 児童館運営費 実績 120 実績 130

施　策 4 次世代をともに育成するまちづくり
細目 101 児童館管理運営事業

教室利用者 人
目標 ― 目標 100

150 150
細々目 02 児童館事業経費 実績 50 実績 80

基本計画該当頁 76 行革大綱の重点事項番号
実施回数 回

目標 ― 目標 269
269 269

担当部課
コード １３０７1０ 評価者

氏　名
稲田　文郎 連絡先

24 - 2466 実績 268 実績 269

名称 健康福祉部　しろなみ児童館 (内線)

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

久米小学校区を中心とした児童及び就学前の親子 差別に気づき仲間と共に差別をなくす子どもを育てる。
就学前の保護者同士の交流や地域のつながりをもつことで、子育
てをしやすくする。

対象者の参加率
各教室等参加者数と各教室等参加資格者
数（対象者数）との割合

　　％
目標 100 目標 100

100 100
実績 80 実績 90

延べ利用者数 教室に対する満足度 　　人
目標 5,000 目標 5,000

5,000 5,000
実績 4,083 実績 4,545

（※対象件数 １５０人 ）
根拠法令・要綱等 伊賀市児童館設置条例

開始年度 平成 年度
関連事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
学童保育の実施（学校の放課後、いろいろな遊びをとおして健
全育成に努める。）
地区学、そろばん、卓球、しろなみクラブ等各教室の実施
就学前親子教室の実施
児童福祉会等、地域組織活動への協力の実施

年度 平成 年度

状
況
変
化
等

地域外の児童等との交流を図る目的で実施しているが、
それによって、最近は、地域外の参加者も増加しつつあ
る。

評価項目

必要性

ポイント

4

評価項目についてのコメント
徐々にではあるが、地域の環境もよくなってきているので、今後もこの事業を継続し、各種教室を通して児童、保護者それ
ぞれ交流を深め合い、差別のない明るい社会が築けるよう努力する。

有効性 3
地域外の参加者も少しではあるが増えてきており、地域の児童、保護者との交流が、深まりつつある。

達成度 3
ほぼ計画どおりの達成ができたと思う。

効率性 2
成果を得るためには、今後も今の事業を継続していかなければならず、コストを下げることは難しい。しかし、経費の節減
等コストを下げる努力はしていきたい。

整

1

備内容

建設用地

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積）

3 規模・構造

2 配置（予定）人員 人 総合評価

B 現状維持

事業の方向性

年が経つにつれて地区外の参加者も増えつつあるが、今後は各小学校との連携を蜜にし、市広報等で周知を図りながら、久米小学校
区以外の地区からも参加できる環境にしていきたい。

改善についての取り組み

3
4 市内の類似施設
年間運営費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

事
業
内
容

平成１７年度 決算内容 平成１８年度 決算内容 平成１９年度 計画内容 平成２０年度 計画内容 平成２１年度 計画内容 平成２２年度 計画内容

委託
　

事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額
　

事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額
　

事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額
　

事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額
　

事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額 事 業 内 容 数量 単位
(千円)

金  額

報償費 903 報償費 877 報償費 1,030 報償費 1,030 報償費 1,030 報償費 1,030
需用費 347 需用費 315 需用費 313 需用費 313 需用費 313 需用費 313

工事
その他 130 その他 154 その他 143 その他 143 その他 143 その他 143

進捗率
(％)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 1,380 事業費計(A) 　 Σ 1,346 事業費計(A) 　 Σ 1,486 事業費計(A) 　 Σ 1,486 事業費計(A) 　 Σ 1,486 事業費計(A) 　 Σ 1,486

事業投入人員 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 12,180 12,146 12,286 12,286 12,286 12,286

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 1,380 1,346 1,486 1,486 1,486 1,486

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金 920 898 1,074 1,074 1,074 1,074
地   方   債
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 460 448 412 412 412 412
計 1,380 1,346 1,486 1,486 1,486 1,486

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

放課後児童対策事業費補助金 放課後児童対策事業費補助金 放課後児童対策事業費補助金
基準額（１６１１千円×２／３）

放課後児童対策事業費補助金
基準額（１６１１千円×２／３）

放課後児童対策事業費補助金
基準額（１６１１千円×２／３）

放課後児童対策事業費補助金
基準額（１６１１千円×２／３）


	児童館事業経費

